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玄海原子力発電所使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力変更等の計画の概要 

 
 
１．変更の目的 

玄海原子力発電所において、使用済燃料貯蔵設備の貯蔵余裕を確保する
ため、３号機使用済燃料貯蔵能力を増強するとともに、３号機使用済燃料
貯蔵設備並びに一部の燃料取扱設備を４号機と共用化する。 
玄海３号機原子炉容器上部ふたの取り替えに伴い、蒸気発生器保管庫の

保管対象物の変更及び共用化を行う。 
 
２．変更の概要 
（１）使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力変更及び共用化［添付－１］ 

当社の原子力発電所で発生する使用済燃料については、冷却のため、
発電所で一時保管・貯蔵した後、再処理施設へ搬出し処理することを基本
方針としており、今後の使用済燃料の増加に対応し貯蔵余裕を確保するため、
３号機使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力を増強する。あわせて、３号機使用
済燃料貯蔵設備並びに燃料取扱設備の一部を４号機と共用化する。 
なお、使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力の変更にあたっては、ラック間距離
の縮小を行うため、十分な未臨界性等を確保できる設計とする。 

 
ａ．使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力変更 

使用済燃料貯蔵設備 現 状 変更後 
（今回補正） 

参 考 
（２０１０年申請）

３号機 １，０５０体 １，６７２体 
（６２２体増強） 

２，０８４体 
（１，０３４体増強） 

内訳 
ピット（Ａ） ５０４体 ８３６体 

（３３２体増強） 
１，００４体 
（５００体増強） 

ピット（Ｂ） ５４６体 ８３６体 
（２９０体増強） 

１，０８０体 
（５３４体増強） 

 
ｂ．使用済燃料貯蔵設備の共用化 

使用済燃料 
貯蔵設備 現 状 変更後 

（今回補正） 
参 考 

（２０１０年申請）

３号機 ３号機燃料を貯蔵 
３,４号機 
燃料を貯蔵 

１，２，３，４号機 
燃料を貯蔵 

４号機 
４号機燃料を貯蔵 
一部に１,２号機 
燃料を貯蔵 

現状と変更なし 
１，２，４号機 
燃料を貯蔵 

 
ｃ．玄海３号機燃料取扱設備等の共用化内容 

・使用済燃料ピット水浄化冷却設備 
・使用済燃料ピットクレーン 
・燃料取扱棟クレーン 
・燃料取扱棟内キャナル 
・除染場ピット 

別 紙 



 
ｄ．工事時期 

２０２０年度～２０２４年度目途 
 
（２）蒸気発生器保管庫の保管対象物の変更及び共用化［添付－２～４］ 

玄海３号機では、更なる信頼性向上のため、予防保全として国内外の知見
を踏まえた、最新設計の原子炉容器上部ふたに取り替える計画であり、取り
替えた旧原子炉容器上部ふたを発電所敷地内の既設の蒸気発生器保管庫
（１号機及び２号機共用）へ貯蔵保管するため、保管対象物の変更、並び
に１号機、２号機及び３号機の共用化を行う。 

 
ａ．原子炉容器上部ふたの変更理由 
玄海３号機では、原子炉容器上部ふたの管台部の応力腐食割れ（ＳＣＣ）
対策として、原子炉容器頂部温度低減対策※１を実施しており、健全性を
確保している。 
また、これまで実施した管台部の点検においても損傷は認められてい

ないことから、今後も点検により原子炉容器上部ふた管台部の健全性は
確保されると考えているが、更なる信頼性向上のため、予防保全として
国内外の知見を踏まえた、最新設計の原子炉容器上部ふたに取り替える。 

 
ｂ．原子炉容器上部ふたの主な変更点 

項 目 変更前 変更後 

上部ふた構造 
二分割構造 

鏡部とフランジ部 
を溶接にて接合 

一体構造 

管台 
材 質 ６００ニッケル基合金※２ ６９０ニッケル基合金※２ 
溶接材材質 ６００系ニッケル基合金 ６９０系ニッケル基合金 
ふたとの溶接 ― 溶接部形状変更 

キャノピーシール※３ 上部、中間：有り 廃止 
 

ｃ．工事時期 
２０２３年度目途 

 

※１ 原子炉容器上部ふた管台貫通部の損傷を防止するため、原子炉容器頂
部への冷却材流路を形成しているスプレイプラグの穴径を大きくし、
頂部の温度を低減させること。なお、玄海３号機は、平成１０年度（第
４回）定期検査時に実施している。 

※２ ６９０ニッケル基合金は、６００ニッケル基合金に比べ、Ｃｒ含有量
を増加させることにより、更に耐食性を向上させたものである。 

※３ 制御棒駆動装置の一部にねじ込み構造で接続された部位があり、ネジ
部分からの漏れ防止のためにネジの上部に設けられた半ドーナツ形状
の溶接シールのこと。 



３．設計にあたっての基本方針 
（１）使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力の増強［添付－５，６］ 

玄海３号機使用済燃料貯蔵能力の増強は、使用済燃料ラックセル材質に
ボロン添加ステンレス鋼を使用し、ラックセル中心間の距離を縮小するこ
とにより行う。使用済燃料ピットでの未臨界性、冷却性、遮へい性の設計
については、３号機使用済燃料貯蔵設備の４号機との共用化を考慮し以下
の方針で行う。 

 
ａ．未臨界性 
貯蔵設備は、幾何学的な安全配置※４又はその他の適切な手段により、

想定されるいかなる場合でも臨界を防止できる設計とする。 
 

ｂ．冷却性 
貯蔵設備は、使用済燃料の崩壊熱を十分に除去し、最終的な熱の逃が

し場へ送れるようにする。 
 

ｃ．遮へい性 
通常運転時、燃料取替時において、作業者等の受ける線量が法令に定

める限度を超えないようにし、かつ不要な被ばくを与えない設計とする。 
 
※４ 幾何学的な安全配置とは、燃料を使用済燃料ピットに貯蔵する際に、

未臨界性を確保するため、隣り合う燃料間の距離を適正に保ち燃料
を配置すること。 

 
（２）蒸気発生器保管庫の保管対象物の変更及び共用化 

取り替えた３号機原子炉容器上部ふた１基等を保管するために、敷地周辺
の空間線量率を法令で定める基準レベル以下に保つことはもちろんのこと、
合理的に達成できる限り低減する設計とする。 
なお、取り替える原子炉容器上部ふたは、主要寸法等は基本的に同一仕様
であるが、管台の材質を応力腐食割れの発生を抑制できる６９０ニッケル
基合金に変更するほか、上部ふたと管台溶接部の残留応力を低減するため
の溶接部形状の変更、制御棒駆動装置のキャノピーシール部の廃止等、最新
の設計・製造方法を採用した構造とする。 

 
（３）耐震設計方針 

変更工事に伴い新たに耐震設計を行う設備（玄海３号機使用済燃料ラック）
については、２０１３年６月２８日に公布された「実用発電用原子炉及び
その附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則」に基づき耐震設計
を行う。 

 



 
４．作業管理 

使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力の増強工事については、定期検査期間以外
で行うが、従来の定期検査時と同等の放射線管理及び作業管理等を行うと
ともに、運転機器への影響を確認のうえ作業を行う。 
今回の原子炉容器上部ふた取替工事に伴う作業は、通常の定期検査で行う
作業の延長線上にあり、放射線管理及び作業管理等は、定期検査で行って
いることと基本的には同じであるが、大型の重量機器を扱う工事であるため、
作業環境に対しても十分配慮する。 
取り替えた旧原子炉容器上部ふたの運搬等に際しては、汚染の拡大防止

を図るなど周辺環境に対しても十分配慮する。 
なお、これらの工事に伴う総被ばく線量は、使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能
力の増強工事が約０．１人・Ｓｖ、原子炉容器上部ふた取替工事が約０．４
人・Ｓｖと推定している。 
 
 

５．廃棄物管理 
取り替えた旧原子炉容器上部ふたは、専用の保管容器に収納し、発電所

敷地内にある既設の蒸気発生器保管庫に貯蔵保管する。なお、取り替えた
旧原子炉容器上部ふたを蒸気発生器保管庫に貯蔵保管した場合の発電所敷
地周辺での線量評価を行った結果、指針に示されている基準（５０μＧｙ 
／年以下）を十分満足していることを確認した。 
また、使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力の増強工事及び原子炉容器上部ふた
取替工事に伴い発生するその他の放射性廃棄物については、従来の定期検査
時と同様に安全に処理する。 

 
 
６．添付資料 

添付－１ 玄海３号機 使用済燃料貯蔵設備貯蔵能力増強概要図 
添付－２ 玄海３号機 原子炉容器上部ふた貯蔵保管場所及び取替え 

概要図 
添付－３ 玄海３号機 原子炉容器上部ふた取替え詳細図 
添付－４ 発電所全体配置図（蒸気発生器保管庫位置） 
添付－５ 玄海３号機 使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力の増強に伴う設計

確認結果 
添付－６ 玄海３号機 使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力の増強に伴うプラ

ント設備の安全性 
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添付－１ 

玄海３号機 使用済燃料貯蔵設備貯蔵能力増強概要図 

原子炉周辺建屋 

ブロック ブロック ブロック ブロック 

使用済燃料ピット（Ｂ） 

使用済燃料ピット（Ａ） 

燃料集合体 

使用済燃料ラックセル 

使用済燃料ピット平面図 使用済燃料ピット立体図 

ブロック ブロック ブロック ブロック 

使用済燃料ピット(Ｂ) 

使用済燃料ピット(Ａ) 

ブロック ブロック 

ブロック 

ブロック 

ブロック ブロック 

ブロック 

ブロック 
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添付－２ 

概略系統図 
上部ふた 

キャノピーシール 
有り   無し 

予備管台 
８        ０ 

管台材質 
６００       ６９０ 

ニッケル基合金  ニッケル基合金 

管台溶接材材質 
６００系      ６９０系 

ニッケル基合金  ニッケル基合金 

上部ふた構造 
二分割構造   一体構造 

現 状 変更後 

原子炉容器 

制御棒クラスタ駆動装置 制御棒クラスタ駆動装置 

玄海３号機 
旧原子炉容器上部ふた
貯蔵保管予定場所 

蒸気発生器保管庫 

玄海１，２号機旧蒸気発生器 

予備管台 

玄海３号機 原子炉容器上部ふた貯蔵保管場所及び取替え概要図 

管台溶接部形状変更 
（開先角度の変更） 

広い    狭い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 現 状 変  更  後 
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た
一
体
化
〕 

  

添付－３ 

キャノピー
シール 

     ③ 
〔上部ふた一体化〕 

管台溶接部 

キャノピー
シール無し 

ハウジング
（上部側） 

ハウジング
（下部側）

原子炉容器 制御棒クラスタ 
駆動装置 

ハウジング
(上部側) 

ハウジング
(下部側) 

キャノピーシール

② 
〔キャノピーシール廃止〕

上部ふた鏡 

溶接線

上部ふた
フランジ 

二分割構造

①〔管台溶接部形状変更〕

管台
管台溶接部

上部ふた上部ふた

管台

上部ふた
一体構造

玄海３号機 原子炉容器上部ふた取替え詳細図 

開先角度：広い 開先角度：狭い



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所全体配置図（蒸気発生器保管庫位置） 添
付
－
４

蒸気発生器保管庫 

４号 

３号 

２号 

１号 



玄海３号機 使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力の増強に伴う設計確認結果 

 

項  目 判断基準 
結 果 

現 行 今 回 

使用済燃料ピット 

冷却能力 
（ピット水平均温度） 

ポンプ2台運転時≦52℃ 基準温度以下 基準温度以下 

ポンプ1台運転時≦65℃ 基準温度以下 基準温度以下 

未臨界性 実効増倍率≦0.98 0.98以下 0.98以下 

遮へい性 

壁外表面 第Ⅱ区分≦0.01mSv/h 設計基準線量率以下 設計基準線量率以下 

床下表面 第Ⅲ区分≦0.15mSv/h 設計基準線量率以下 設計基準線量率以下 

 

 

添
付
－
５



玄海３号機 使用済燃料貯蔵設備の貯蔵能力の増強に伴うプラント設備の安全性 

 

添
付
－
６

要  因 具体的な現象 影響項目 評価内容 対 応 策 

使 用 済 燃 料 
貯蔵の稠密化 

使 用 済 燃 料 
貯蔵の容量増加 

使 用 済 燃 料 の 
貯 蔵 体 数 増 加 

使 用 済 燃 料  
ラ ッ ク セ ル  
間 隔 の 縮 小  

未 臨 界 性 低 下 

放 射 線 源 増 加 

使用済燃料ピットの 
熱 負 荷 増 加 

使 用 済 燃 料  
貯 蔵 設 備 の  
未臨界性の評価  

使用済燃料ピット 
水浄化冷却設備の 
冷却能力の評価  

使用済燃料ラック 
にボロン添加ステ 
ンレス鋼を使用  

現 状 設 備 で  
問 題 な し  

現 状 設 備 で  
問 題 な し  

使 用 済 燃 料 
貯 蔵 設 備 の 
放射線遮へいの評価 


